
平成年月日 水曜日 第号官 報
３

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
九
条
の
規
定
は
、
同
条
の
規

定
に
よ
る
違
約
金
の
う
ち
施
行
日
以
後
の
期
間
に
対
応

す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
違
約
金
の
う
ち
施

行
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援

助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定

の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

４

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援

助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定

の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百

三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
四
項
中
「
第
十
条
の
」
を「
第
九
条
の
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」を「
第

十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中「
第
十
三
条
」

を
「
第
十
二
条
」
に
、「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
」

に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
削
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
の
間
の

豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並

び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
十
七
号

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の

激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置

の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
の
間
の

豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並

び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
一
日
」
を
「
平

成
三
十
二
年
一
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

文
化
財
保
護
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
十
八
号

文
化
財
保
護
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
文
化
財
保
護
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
三
十
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

第
百
八
十
四
条
第
一
項
及
び
第
百
八
十
四
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
文
化
財
保
護
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第

二
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
（
」
の
下
に
「
法

第
五
十
三
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共

団
体
（
以
下
単
に
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。）

で
あ
る
市
町
村
が
定
め
た
保
存
地
区
に
あ
つ
て
は
当
該

市
町
村
の
長
と
し
、そ
の
他
の
市
町
村
が
」を
加
え
、「
あ

つ
て
は
、」を
「
あ
つ
て
は
当
該
」
に
、「
と
し
、」を
「
と

す
る
。」に
、「
単
に
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
」
を
「
同

じ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
教
育
委
員
会
」を「
市

町
村
の
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、「
基
準
（
」の
下
に「
特

定
地
方
公
共
団
体
で
な
い
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中

「
地
貌ぼ
う

」
を
「
地
貌
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
及
び
第

六
項
中
「
あ
ら
か
じ
め
、」の
下
に
「
市
町
村
の
」
を
加

え
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に「（
当
該

都
道
府
県
が
特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
都
道
府
県
の
知
事
。
以
下
同
じ
。）」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
中
「
）
が
」
を「（
当
該
指
定
都
市
が

特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

指
定
都
市
の
長
））が
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
）

が
」
を「（
当
該
指
定
都
市
等
が
特
定
地
方
公
共
団
体
で

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
の
長
。
第

七
条
に
お
い
て
同
じ
。））
が
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
第
四
十
三
条
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
三

項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
各
号
列
記
以

外
の
部
分
中
「
管
理
団
体
（
以
下
こ
の
条
」の
下
に「
及

び
次
条
第
二
項
第
一
号
イ
」
を
、「
計
画（
以
下
こ
の
条
」

の
下
に
「
並
び
に
次
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ハ
」
を

加
え
、「
特
定
区
域
」
を
「
市
の
特
定
区
域
」
に
、「
同
号

ヌ
」
を
「
第
一
号
ヌ
」
に
、「
）
が
行
う
」
を「（
当
該
市

が
特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
市
の
長
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。））が
行
う
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
百
二
十
五
条
」
を
「
第

百
二
十
五
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
四
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」に
改
め
、

同
号
ヲ
中
「
町
村
の
区
域
」
の
下
に「（
次
条
第
七
項
に

規
定
す
る
特
定
認
定
市
町
村
で
あ
る
町
村
で
あ
つ
て
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
も

の
に
あ
つ
て
は
、
管
理
団
体
が
当
該
都
道
府
県
で
あ
る

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
に
係
る
地
域
内
の
区
域

に
限
る
。）」
を
加
え
、「
特
定
区
域
」
を
「
市
の
特
定
区

域
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
事
務
は
」
を
「
事
務
並
び
に
第
六
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち

同
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
も
の
は
」
に
改
め
、同
条
を
第
八
条
と
し
、

第
六
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
認
定
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
事
務
）

第
六
条

法
第
百
八
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
認
定
市
町
村
（
法
第
百
八
十
三
条
の
三
第
五
項
の

認
定
を
受
け
た
市
町
村
を
い
い
、
指
定
都
市
等
で
あ

る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
条
に
お
い

て
同
じ
。）の
教
育
委
員
会
（
当
該
認
定
市
町
村
が
特

定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

認
定
市
町
村
の
長
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
は
、
次
に

掲
げ
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
と
す
る
。

一

前
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事

務
（
同
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
現
状
変
更

等
が
当
該
認
定
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ

れ
る
場
合
に
限
る
。）

二

法
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
公
開
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
並

び
に
公
開
の
停
止
命
令
（
当
該
認
定
市
町
村
の
区

域
内
に
お
い
て
公
開
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
公

開
に
係
る
重
要
文
化
財
が
当
該
認
定
市
町
村
の
区

域
内
に
存
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

２

法
第
百
八
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認

定
市
町
村
で
あ
る
町
村
の
教
育
委
員
会
（
当
該
町
村

が
特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
町
村
の
長
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が

行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
は
、
前
項
に

規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部

又
は
一
部
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
に
係
る
法
第
百
二
十

五
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
四
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
停
止
命
令

イ

前
条
第
四
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル

に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
（
認
定
市
町
村
で
あ
る

町
村
の
区
域
（
管
理
団
体
が
都
道
府
県
で
あ
る

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
計
画
を
当
該
都

道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
定
め
て
い
る
区
域
を

除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
認
定
町
村
の

特
定
区
域
」
と
い
う
。）内
に
お
い
て
行
わ
れ
る

場
合
に
限
り
、
同
項
第
一
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に

掲
げ
る
現
状
変
更
等
に
あ
つ
て
は
、
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
の
指
定
に
係
る
地
域
内
に
お
い
て

行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

ロ

前
条
第
四
項
第
一
号
ヌ
に
掲
げ
る
現
状
変
更

等
（
当
該
現
状
変
更
等
を
行
う
動
物
園
又
は
水

族
館
が
認
定
町
村
の
特
定
区
域
内
に
存
す
る
場

合
に
限
る
。）

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
の
指
定
に
係
る
地
域
の
う
ち
指

定
区
域
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理

計
画
を
認
定
市
町
村
で
あ
る
町
村
の
教
育
委
員

会
（
当
該
管
理
計
画
が
認
定
町
村
の
特
定
区
域

を
対
象
と
す
る
場
合
に
限
る
。）が
定
め
て
い
る

区
域
の
う
ち
当
該
町
村
の
教
育
委
員
会
の
申
出

に
係
る
も
の
で
、
現
状
変
更
等
の
態
様
、
頻
度

そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
文
化
庁
長
官
が
指

定
す
る
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
ハ
及
び
第
九

項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
現
状
変
更
等

（
当
該
指
定
区
域
が
認
定
町
村
の
特
定
区
域
内

に
存
す
る
場
合
に
限
る
。）

二

法
第
百
三
十
条
（
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
三
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
調
査
の
た
め
必
要

な
措
置
の
施
行
（
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

現
状
変
更
等
に
係
る
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。）




		2019-01-29T14:51:16+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




